
高アントシアニン含有紫さつまいもの品種開発と機能性解明（(独)農業・食品産業技術総合研究機構）
宮崎県等

２ 今後の展望と課題
•付加価値の高い農林水産物・食品の開発により、新たな需要の創造や６次産
業化を推進。

•他の作物においても、新たなニーズを開拓するために、
•機能性成分についても含有量の多い品種の開発。
•健康機能性に関するエビデンス蓄積のための医農連携。
•産学連携により品種特性を引き出し、ブランド力を高める製造法や商品
が必要｡

１ 概要
① 取組の経緯

•「紫サツマイモ」というこれまでにない新しい作物の品種開発を契機として、
健康機能性という新たな付加価値を創造し、南九州地域経済を活性化 (2006
年推定40億円）。

② 取組の特徴
•農研機構九州沖縄農業研究センターは、高アントシアニン含量サツマイモ品
種「アヤムラサキ」を開発し、紫サツマイモ色素生産の実用化に成功（赤色
系天然色素市場の４割、９億円）。

•アントシアニンの健康機能性に関する研究成果（抗酸化能、肝機能改善、血
圧上昇抑制など）を活かし、付加価値の高い食品や飲料等の商品開発が加速。

•農研機構（品種開発、機能性解明）とＪＡ、民間企業など（色素生産技術の
開発、飲料等の商品開発）による共創的連携。

機能性の高い食品の開発・生産・販売に関する取組

(異業種・各省連携）

• 農研機構
• JA
• 民間企業 等

（宮崎県等）




